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rDNA ・ITS 領域の 塩基配列 に よる Satacia　chinensis の 鑑別
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Genus　Salacia（Hippocrateaceae）contains 　woody 　climbing 　plants　widely 　distributed　in　India，　Sri

Lanka，　China，　and 　Southeast　Asian　countries ，　The　stems 　and 　roots 　of 　some 　species 　of 　the　plant
have　traditionally　been　used 　as 　a　specific 　remedy 　for　early −stage 　diabetes　in　Ayurvedic　medicine ．

Recently
，
　a　variety　of 　health　fbods　and 　beverages　made 　from　the　extracts 　of 　Salacia　genus　plants

claiming 　the　prevention　and ！or　control 　ofdiabetes 　has　been　developed　in　Japan　and 　Nonh 　America ．

In　order 　to　distinguish　and 　identify　the　species 　of 　the　genus　Salacia　plants　genetically，　DNA
sequences 　in　the　internal　transcribed　spacer （ITS）region 　of 　the　nuclear 　ribosomal 　RNA 　gene

（nrDNA ）With　respect 　to　three　species 　of 　the　plant，　i．e．， 51　reticulata ，　S．　obgonga ，　and 　S．　chinensis ，
collected 　il　Sri　Lanka，　India　and 　Thailand　were 　analyzed 　and 　compared 　with 　each 　other．　Among
them　a　characteristic　featUre　discriminable　from　the　other 　two 　species 　was 　observed 　With　respect 　to

the　DNA 　sequence 　 of 　the　sarnples 　identified　as 　S．　 oぬ∫η θη卵．　On 　the　other 　hand，　 no 　distinct
difference　or 　character 　which 　led　to　the　identification　of 　S．　reticulata 　or 　S．　oblonga 　was 　observed

in　the　present　stUdy ．

Keywords： i血ternal　transcribed　spacer 　region ；nuclear 　ribosomal 　RNA 　gene ；Salacia　chinensis ；

Salacia　reticulata ；Salacia　obionga

　　　　　　　　　　　緒　　言

　デチ ン ム ル 科 （Hippocrateaceae）Salacia属植物 は，イ ン

ドや ス リラ ン カ を は じ め，タ イ や イ ン ドネ シ ア な ど の 東

南 ア ジ ア お よび ブ ラ ジ ル ，オー
ス トラ リア な どの 熱帯 地

域に 広 く分布 して い るつ る性の 多年 性 木 本 で あ り，120種

以 上 が 知 ら れ て い る
D．な か で もイ ン ドや ス リラ ン カ，タ

イ に 多 く 自生す る Satacia　reticulata ，　S．　 oblonga お よび S．

chinensis は，南イ ン ドを発祥とす る ア
ー

ユ ル ヴ ェ
ー

ダや

東南ア ジア 諸国の 伝承 医 学 に お い て ，そ の 根 お よび 幹 部

が糖尿病 の 予 防や糖尿病の 初期段階 に お ける 治療 に有 用

で あ る と され て い る
ト 3）．我 々 は こ れ ま で に ，こ れ らの

Salacia属植物 の 抽出エ キ ス に顕著な α
一グル コ シ ダ

ーゼ

阻 害 活 性 を見 い だ す と と も に
，

ラ ッ ト糖負荷試 験 に お け

る血 糖 上 昇抑制効果 を報告 し て い る
1・4）．さら に，そ の 活

（53）
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Tab且e　1．　Data　ofAutl ユentic　Salacia　s ．Sam 　les
Collection

　 　Salacia　s　ecies
Salacia　reticulata

Sam 　leNo．
　 SR −l
　 SR −2
　 SR −3
　 SO−1

Acc，N 〔｝，
LCOIOIl8

LCOIOIl9LCOIOI20LCOIOIl7

　 Date2011200720072007 　 Areasri
　LankaSri
　Lankasri
　Lanka

　India

PartLeafLeafLeafLeaf

Salacia　c乃inensis SC −lSC
−2SC
−3SC
−4SC
−5SC
−6SC
−7

LCOlO227

LCO10228

LCOlO229

LCOlO230

LCOlO231

LCOIO232

LCOIO233

2011、32011
．32011
．32011
．32011
．32011
．32011
．3

Trang，　Thailand
NST ．のThailand

NST ，のThanand

Trang，　Thailand
Krabi，　Thailand
Krabi，　Thailand
NST ，

a 〕Thailand

StemSt

 

St 

StemStemStemStem

a｝Nakhon 　Si　Thamrnarat

性寄与成分 と して 8 種の チ オ 糖ス ル ホ ニ ウム 類 を 明 らか

に して い る
5”；3）．

　近 年 こ れ らの Salacia属 植 物 は，主 に食 後 血糖値 の 上

昇 を抑 え る健 康食 品 素材 と して の 利用 が 高 ま り，飲料や

顆粒剤 錠剤な どの さま ざ ま な食 品 形態 で 広 く流通 し て

い る．種の 異なる 幾つ か の エ キ ス に つ い て
，

ヒ トを対象 に

した 評価 も行 わ れ て お り，そ の 食後過 血 糖抑制作 用 に 関

す る有効性 と安全性 が報告され て い る
14−16〕，一方，昨今

の 消費者 の 食 の 安全 へ の 関 心 の 高 ま りを 背 景に
， 食 品 の

品 質 を
一

定 に保 つ こ とが 安全性 の み ならず有効性 の 観点

か ら も重 要視され て お り，特 に 天 然物 を 原 材 料 とす る場

合，種や使用 部位 とい っ た 基原 情報 の 正 し い 原材料 を使

用 す る こ とは 品質 保 証 に お け る 前提 条件 とな っ て い る．

Salaeia属植 物 に お い て は，従 来 よ り活 性 成分 を指標 と し

た 品質評 価
17−19）や 外 部 形 態や内部組 織形態 とい っ た 形態

学 的特 徴 に よ る基 原 種 の 鑑 別
20・21 ）が 行 われ て い る．一方，

薬 用 部 位 で あ る根 や 幹 部 は 断 片化 され た 木 片や粉末 の 状

態 で 市場に 流通 して い る こ とが 多 く，形 態 学 的 特 徴 を失

っ て い る時 の 基 原 種 の 同 定は 困難 で あ る．こ れ に 対 し て

近 年 で は，形 態 学 的 特 徴 を必 要 と し な い 基 原 種 の 同 定法

と して，遺伝子 情報を利用 した検討 が盛 ん に行われ て い

る
22−2S）．そ こ で我 々 は，　Salacia属 植物 の 形態学的特徴 に

よ る 同 定 法 を 支 援 す る 目的 で ，系 統 学 的 解析 で 広 く用 い

られ て い る 核 リボ ソーム RNA （rRNA ）遺伝子 （皿 DNA ）

の ス ペ ーサー
（intemal　transcribed　spacer：ITS）領 域

26’27）に

着 目 し，S．　 reticulata ，510blonga，お よび S．　 chinensis につ

い て ，そ の 塩基配 列 を解析す る と と も に，イ ン ドや ス リ ラ

ン カ，タイ の 市場 に流通す る Salacia 植物 の 基原鑑別 を

行 っ た．

　 　 2gs　rS）1’A 　priulel
’

簿睡動 蝋 囎 灘

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 26＄rbts
’
A 　P匚洫 εr

Fig．1，　Sohematic　Iepresentadon 　ofrDNA ，　ITS　and 　prtmer
locatiQns．

Table　2、　 List　ofAccession 　N   beTs　A　 lied　in　Primer　Desi

rDNA Species Acc．　No．

1．実験材料

実験材料お よび 方 法

18SrDNA

26SrDNA

Panax ．ノapon ゴcus 　　　　　　　　　　　D84100
P．

」
フseudoginseng 　var ．　angustifolius 　 ABO88019

P ．ノaponicus 　var．　bipinnanfidus　　　　 ABO44901
Tapiscia　sinensis 　　　　　　　　　　　　　　AF207034

Anisophylleaプbllax　　　　　　　　　　　　　AF534775
Conopholis　aipina 　　　　　　　 AFO39068

Cora”ocarjワus　bαinesii　　　　　　　　　　　AFOO8955
Flacourtiaノαngomas 　　　　　　　　　　　　AF206912

五喚 guinguefidα　　　　　　　　　　　　　　AFOO8957

Marah 　macrocarpus 　　　　　　　　　　　　AFOO8956

Plagiopteron　suaveolens 　　　　　　　　　　AF206993

．．．≦迦歪塑窪」配壟座蔓≦〜2勧｛‘醒．．．、、、、、、、『『『『．　　　　　　　　AF207003
C〃 us 　limon

Disan伽 s　cercidifolius

Geranium 　sanguineum

Pleurostylia　leucecarpa
Siphonodon　australis

ルlortonia　greggii
Salacia　imp厂θ∬ ifol ゴα

Salacia　nitida
Kokoona 　sp．
Licania　hete厂omorpha
Putterlicin

’
a　verrZtcosa

XO5910AF479218

AF479129

AF222405
AF222346

AF222380
AF222431

AF222428

AF222409

AF222370

DQ217434

標 準植 物 と して，そ れ ぞ れ の 自主 地 域 よ り採取 し，著者

の
一

人 で あ る Dr．　P，　Yutana に よ っ て基原種が 同定された

S．　reticulata 　3株 （SR −1−3），　S．　oblonga 　1株 （SO −1）お よ び S．

chinensis 　7 株 （SC −1−7）を使用 した （Tablel）．ま た，市場

品 と し て ，イ ン ドや ス リラ ン カ
，

お よ び タ イ で Salacia属

植物 と して 流通 す る 15 種 （M
−01−15）を使用 した．な お，

こ れ らの 植物 サ ン プ ル は ，近 畿 大 学薬学総 合 研 究 所 に保

管され て い る．

2．プ ライ マ
ー

の 設計

植 物 な どの 真 核 生 物 の nrDNA に は 3 つ の rRNA （18S，

（54 ）
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5．8S，26S）を コ
ードして い る遺伝子 領域 （18S　rDNA ，5，8S

rDNA ，26S　rDNA ）が あ り，18S と 5．8S お よ び 5．8S と

26S の 各 rDNA の 間に は
，
　RNA を転 写 し な い ITSl お よ

び ITS2 領域 が存在 し，系統解析 マ
ーカーと して 有用 と

され て い る
2s）

（Fig．1）．そ こ で Salacia属植 物 の ITS 領域

の 塩 基 配列 を 明 らか に す る 目的で ，植物間で 塩 基 配列 が

高度 に 保存されて い る 18S　rDNA お よび 26S　rDNA に プ

ラ イ マ
ー

を設 計 し，設 計 した プ ラ イ マ
ー

セ ッ トを用 い て ，

両 rDNA に 挟 ま れ た ITS領域 を PCR 増幅 させ る こ と

と し た．GenBank の 登 録 情報 よ り Table 　2 に示 した植 物

の 19S お よび 26S　 rDNA の 塩基 配 列 を選 択 し，これ ら

に 共 通 す る塩 基 配 列 の うちで き るだ け ITS 領域 に 近 い 部

分 に プ ラ イ マ
ー

　（18S　 rDNA 　 primer

5’−GATTGAATGGTCCGGTGAAGT −3’，26S　rDNA 　primer：

5’−cGcTTcTccAGAcTAcAATTcG −3’）を設計 し た （Fig．

1）．設計 し たプ ラ イ マ
ー

の Salacia属植物への 適応性を

評価す る た め，標準植物で ある S．　 reticulata （SR −1−3），　S．

oblonga （SO −1），お よ び S．　 chinensis （SC−1−7）か ら鋳型 と

な る DNA を抽 出 し，　PCR 増幅 を 検討 した と こ ろ，す べ

て の 検体か ら予 測サ イ ズ と
一

致す る 970　bp 付近 の DNA

断片が増幅 し，本プ ライ マ ーが Satacia属 植物 の ITS 領

域 を 含 む DNA 断 片 の 増幅 に適 応 可 能 で あ る こ とが 確認

で き た，

3．DNA 抽出 と PCR

全 DNA は Cheng らの 改変 CTAB 法
29）に よ り，破砕

した 葉組織 　根 ま た は 幹組織 か ら抽出 し た．ITS 領域を

含 む DNA 断 片 を増幅す る た め，抽出 し た DNA を 鋳型

と して PCR を行 っ た ，　 PCR 反応液 の 組成 は，設計 し た

プ ラ イ マ
ーを各 0．5 μ1，鋳型 DNA 　lOO　ng ，　AmpliTaq　Gold

PCR 　Master　Mix （The  o　Fisher　ScientiHc社製）を 12．5　pl，

滅 菌水 を加 え て 全 量 25pl と した．　PCR の 条件 は
， 初期 ス

テ ッ プ 95℃ 5 分後，変性を 95℃ で 30 秒，ア ニ
ー

リン

グ を 58℃ で 30 秒 ， 伸長を 72℃ で 　1 分間行い
，

こ れ を

40 回反復 し，最終伸長を 72℃ で 5 分間行 っ た．

4．塩 基 配列 の 解析

　 PCR に よ り得 られ た DNA 断片の 塩 基 配列 を解析す る

た め，DNA 断 片 を ク ロ
ー

ニ ン グベ ク ター
（pGEM −T　Easy

Vecter： Promega 社製 ） に 挿入 し，得 られ た プ ラ ス ミ ド

DNA を　BigDyeTM　Ter血 nater 　Cycle　Sequencing　Ready

Reaction　Kit （Thermo　Fisher　Scientific社製）を用 い て シ
ー

ク エ ン ス 反 応 を 行 っ た ．プ ラ イ マ
ーは，M13 　 forward

（5
’−GTAAAACGACGGCCAG −3’） お よ び Ml3 　 reverse

（5
’−TCACACAGGAAACAGCTATGAC −3’）を使用 し た．シ

ー ク エ ン ス 反 応 後 ，3130Genetic　 Analyzer（Life

Technologies社 製）で 解析 し，塩 基 配 列 を決 定 した．さ ら

に 遺伝情報 処 理 ソ フ トウェ ア ClustalX　 v．2．1 を用 い て

alignment 解析 を 行 い ，ま た ，系 統 解 析 ソ フ ト ウ ェ ア

MEGA 　v．6．0 を用 い て ，系統樹 （Neighbor−∫oining 法 ，
ブ

ー
トス トラ ッ プ 1000 回）を作成 した．

　　　　　　　　　結果お よび 考察

1．Salacia属 植物 の 塩基 配 列解析

　 標 準 植物 か ら得 られ た DNA 断 片 に っ い て 塩 基 配 列 を決

定 し，日本 DNA データバ ン ク （DNA 　Data　Bank　of 　Japan，

DDBJ ）の 登録 番号 （Accession　 number ，　Acc，　No ．）を 得 た

（Table　3）．得 られ た 配列か ら他の Salacia属植物 との 遺伝

的 な 距離 を 調 べ る 目的 で ，GenBank に 登録 さ れ て い る

Salacia属植物の ITS 配 列 情報 （S．　 alWynii ： FJ705520，　S．

cordata 　： FJ705521 ，　S．　 crassifolia 　： FJ705522 ，　S．　diseワala 　；

FJ705523 ，　S．　e〃iptica：FJ705524，　S．　eり」，throcarpa ：FJ705525，

5L　gerrardii： FJ705526，　S．　 madagascariensis 　r　FJ705527，51

nitida 　： FJ705528，　 S．　owabiensis ： FJ705529，　Salacia　sp ．　：

FJ705530，　S．　arborea ；FJ705531，S．　chinensis ：HM230110 ，　S．

grandifolia：HM230111 ，
S．　krigsneri：HM230112 ）を もと に

系統樹 の 作成を行 っ た とこ ろ，S．　reticulata ，　s．　 obionga ，お

よ び S．chinensis は S．　 erythroearpa か ら分岐 し た グル ー

一
　 　 　 〇確

Fig．2．　Phylogenetic　Tree　of　DNA 　Sequences　ef　the　ITS　Regiona）

a）
　Numbers 　and 　branch　length　represent 　sequence 　divergence．

（55）
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TabJe　3．　 Se　 uence 　Ali　 ment 　ofITS 　Rc　 ion　ofAuthentic ∫Salacia　S　 ecies

ITSl

＆乙1αcごα SeclesSample 　No 、 Acc．　No ， 168183200201226229260261262271376

∫．r劭 c 凵’α飽 SR −lSR
−2SR
−3

LCO10118

LCO10119LCO10120

G
，

AA

，
，

T
■
■

C
，
，

A
，
含

C
呷
◆

T
◆
◆

C
◆
，

G
■
■

To

■

C
．
，

80 う10醒9α SO−1 LCOIOIl7 ■ AIC ■ ， ■ ■ ， ・ ． ■ ，

3．o翫ηθη5ご∫ SC−lSC
−2SC
−3SC
−4SC
−5SC
−6SC
−7Ref
．3叨

LCO10227LCO1022

呂

LCO10229LCO

玉0230LCOIO231

LCOIO232LCOIO233

HM230110

，
■
■
，
■
．
，
．

CCCCCCCC●
■
．
斷
唖
「
，
C

●
，
，
■
．
呷
凾
G

◆
曾
，
．
，
幽
．
G

◆
¶
「
，
，
幽
．
一

CCCCCCCCGGGGGGGGAAAAAAAA■
唖
，
謄
，
，
，
A

，
，
，
9

．
，
．

A

lTS2
3α1α c 」α SpeciesSam21eNo ・ 609760761762763Geno 卿 e
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＆ oわ加 9α SO −1 一 一 一 一 一 1距 e3

5．c 海η εη 5 ご∫ SC−1SC
．2SC
−3SC
−4SC
−5SC
−6SC
−7Re

£
30〕

GGG

−

GG

−

G

：

CCCCT

一

：
AAAAA

一

：

GGGGG

一

：

GGGGG

一

Type　4Type
　4Type

　5Type

　6Type

　5Type

　5Type

　7Type
　8

プ で あ り，こ れ らの 3 種 は ，進 化 距離 の 非 常 に短 い 遺 伝

的 な近 縁種 で あ る と考 え られ た （Fig．2）．

　次 に こ れ らの 3 種の 識別 に 利用 可 能 な 配 列 を 検討 す る

た め
，
そ れ ぞ れ の 配 列 に つ い て alignment 解 析 を行 っ た

（Table　3）．そ の 結果，　S．　 reticulat α （SR −1−3）に つ い て は，

SR−1 と SR−2 で 同
一

配列 を示す の に 対 し，　 SR−3 で は

ITSI 領 域 168 位 に 「G → A 」 の 塩 基 置換 が認 め られ ，　S．

reticulata に は 2 つ の 遺伝子 タイ プ （Type　1，陬pe　2）が認

め られ た，ま た S．reticulata （SR−1−3）と S．　oblonga （SO −1）

に つ い て 比 較 し た とこ ろ，SO −1 の ITSI 領域 183 位 は

A も し くは C の ヘ テ ロ （鞠pe　3）が認 め られ た、し か し，

そ れ以 外 で は 両種 を区別で きる よ うな 配 列 は 見い だ せ ず，

S．reticulata お よび S．　oblonga の 間 で は ITS 領 域 の 塩 基

配列 が 高度 に 保存 され て い る もの と考 え られ た．これ に

対 し，S．　chinensis （SC −1
− 7）で は，　ITS1 領域 183 位 に お

い て 「A → C」 の 塩基置9e，　ITSI 領域 26〔｝− 262 位 に お い

て 　「TCG −
・CGAI の 塩基置換が 共通 し て 認 め られ，さ ら

に 　ITS2 領 域 に つ い て は
一

部 の 検体 で 609 位 に 「G 」，

760− 763 位 に　 「CAGG も し くは ］［AGG 」 の 挿 入 が確認

され た．こ れ らの 特 徴 は オ
ー

ス トラ リ ア 産 S．chinensis ：

HM23011030 ）にお い て も認 め られ，　S．chinensis に は 5 種

類 の 遺 伝 子 タイ プ （野 pe　4−8）が 確 認 され た．

　 以 上 の こ とか ら，51reticulataと S．　 obtonga で は ITS

領 域 の 配 列 が 類似 して い る た め
， 鑑別困難 で あ る の に対

し，S．　chinensis に つ い て は S．　reticutata お よび S．　oblonga

と 区別 可能な特徴的な遺伝 子 タイ プ を示す こ とか ら，こ

れ らの 特 徴 が S．chinensis の 識別 に 利用 可 能で あ る と考

え られ た．

2．ITS 領域 の 配 列 に よ る市場品 Salacia属植物 の 鑑 別

　S．reticulata ，　S．　oblonga お よ び ＆ chinensis と して 流通

す る 市場 品 （根 も し くは幹部）をそ れぞれ 5 種類ず つ ，

合 計 15 種 を入 手 し た （Table　4）．い ずれ も木片 も し くは

粉末 の 状 態で 流通 し て い た た め
， 形態的特徴 か ら基 原 種

を鑑 別 す るの は 困難 で あ っ た．こ れ らの 市 場 品 につ い て

DNA を抽出 し た 後，設計 し た プ ライ マ
ーに て PCR 増幅

させ ，ITS 領 域 の 塩基配 列 を決定 し た．そ の 結 果，　Table　4

に 示 す よ うに ス リ ラ ン カ で 入 手 し た 3 検体 （M −01−03）

お よび イ ン ドで 入 手 し た 2 検体 （M −09
，
M −10）に つ い て

は，い ずれ も 駒pe　1 と共通す る遺伝 子タイ プ が 認 め られ，

ITS 領域 の 塩基配 列 か らは 製品 の 表示名称 の とお り S．

rc・tieulata も し くは S．　oblonga で あ る と推 定 され た．ま た，

タイ か ら入 手 し た 5 検体 （M −11−15）につ い て は，乃pe　4

（56）
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Table　4．　 Disctirnination　of　SaJacia　Samples　Obtained　in　Markets　by 　DNA 　Sequencing　Data　of　PCR 　Products

＿勲 照 §弖粤鯉 皇蜘 且．M 無鰤 ．．．． Colloction ITS1「「．「「「「「「「「「「「「「「「「「．．．．−−．
Sam　leNo． Ori　in PartDateArea 168183200201226229260261262271376

M −Ol 鼠 順 ∫c翼 傭 α root2011Sri 　LankaGATCACTCGTC

M −02 ＆ r8∫娩 」α∫α stem 2010Sri 　Lanka ， A ． ． ． ． TCG 鹽 ．

M −038 峨 ’o〃α如 root2011Sri 　Lanka ■ A1 ． ． ． TCG ． ．

M −048   百c   1α如 stem 2010India ． C ■ ． ． ． CGA ． ．

M −058r 醜 毋 1α 印 root2010India
■ C ■ ．

」齟齟」齟」齟」齟
　．
LLLiLLLLiLLLL

　．
齟齟齟．．齟．齟．．．．．　C齟齟齟齟齟齟齟齟齟齟齟齟　GLLLLLLL．L．．．．　A．．．．．．．．．．．．．

　．
「「「「「．．「．．．

　「
．．．．．．．．．「．．．「．．．．．．齟．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．「「 ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．■■■■−■「「■「「r「「1「−1−1

M −06 ＆ oblo η9α root2006India ， C ． ． ． ． CGA ． ．
M −07 鼠 oわ劬 9σ rQot2010India

． C ． ． ． ． CGA ． ．

M −08 ＆ oわ劬 9α root2010India ． C ． ． ． ． CGA ． ．

M −09 ＆ o わ’o η9α root2010Ihd 孟a ． A ． ． ． ． TCG ■ ．

M −10 ＆ ob ！o η9α root2010hdia ． A ■ ． ， 呷 TCG ■
ii

　．
」LLiLL．．．．．．．−1「11 齟」齟齟齟．齟齟．．．．．．．．．．．．L．．．．齟齟齟齟齟齟齟齟齟齟齟齟．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．「「「「「−−−−■■−■■■■■■．−−．．−．−−−−−．−−−−−−−−−「−−−1r「

M −llS 凶∫πβη∫誌 stem 2008Thailand ． C ■ ． ． ． CGA ． ．
M −12 鼠 酌 腕 砌 5 ’3stem 2008Thailand ． C ■ ． ． ． CGA 圏 「
M −13 ＆ c勉 η θ η3 ゴ5stem 2007Thailand ． C 暉 ． ． ， CGA ■ ．

M −148c 加η例 3ゴ3st   2008Thailand ． C 暉 ． ． ． CGA 印 ．

M −15 鼠 酌 碗θロ5ゴ5stem 2009Thailand ． C 「 ． ． ． CGA ■ ■

皿 S2 Distinguished 　Salaeia　Species
Sam 　 lo　NQ ， 609760761762763Genot 　 e

M −Ol 一 一 一 一 一 Type　1 ＆ r曲 CH1 α 置α

M −02 一 一 一 一 一 Type　l 鼠 rε”c〃α∫α

M −03 一 一 一 一 一 Type 　l ＆ r碑 o祕α∫α

M −04 一 CAGG Type 　6 3c ん魏θ廨 5

　 　 　M −05齟齟齟．．−齟齟．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
　一
．．．．．．．．．．．．．C　　 　 　 A．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．「．．「．．．．．．．．．．．．．GG ．．．．．．．．．．．．．．  e 巨．．．．．．．．、、、．、、．．、．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．＆ c 配 η 8η謝　　　−−−−−−−−−−−−−■■■−−■■■■■■■■■■■■■■「「「

M −06 一 CAGG Type 　6 80 んゴηθ襯 3

M −07 一 CAGG Type 　6 80 痂 η 劭 ∫∫5

M −08 一 CAGG Type　6 ＆ c海ηθ廨 3

M −09 一 一 一 一 一 Type 　l 8 勲 ‘π1α ∫α or ＆ 0 う10η9 α

　　　M −10齟齟齟齟齟齟齟齟．．．．．．．．．．．．．齟齟齟齟齟齟齟齟齟齟齟齟齟齟齟
　一
．．．．．．．．．．．．．

一　　　　一
．．．．．．．．．．．．．齟齟齟齟齟齟．齟．．．．．．．．．．．．．．．L．L．．．．．．．．．．．．．．

一 一
．．．．．．．．．．．．．．  el ．．．．．．．． 忍．磁 照 忽α or 風、2轤 鰡 ．．．．．．．．

M −11 一 CAGG Type 　6 Sc 乃ゴη θη 3’5

M −12 GCAGG Type 　5 ＆ c翫η8π5ご∫

M −13 G 一 一 一 一 Type 　4 ＆ σんゴ肥 η 3ゴ5

M −14 GCAGG Type 　5 ＆ oんゴ四θη5ゴ3

M −15 一 TAGG T 　 e7 5c 海ゴπθ雌跏

一7 の い ず れ か の 遺 伝子 タ イ プ が 認 め られ ，こ れ ら に つ

い て も製 品 の 表 示 名称 の とお り，S．　 ehinensis で あ る と推

定 され た．一
方，イ ン ドか らS．　reticulata と して 入 手 した

M −04 お よ び M −05，ま た S．oblonga と して 入 手 した

M −06− 08 に つ い て は，い ず れ も 野pe　6 の 遺 伝 子 タイ プ

が 認 め られ，　ITS 領域の 塩 基 配 列 か ら は S．　chinensis と推

定 され た．イ ン ドで は，51reticulataや S．　 oblonga と同 様

に S．　chinensis が 多 く 自生 して い る こ とか ら，こ れ らの 種

問 で 交雑 が起 こ っ て い る 可能性 や ，流通時点 で 種 が 混在

し て い る 可 能 性 が 考 え られ た が，現 時 点 で は そ の 原因は

不 明で あ る．以上 本方 法 は，少 な くと も S．　 chinensis の 鑑

別 に は適 用 可 能 と考 え られ る．Zhu らは，　Salacia属 植 物

に お い て ITS 領域以 外 に 葉緑体 DNA の ttnK −rpsl6

spa 。。r 領 域 の 塩 基 配 列 に も多 様 性 が 認 め られ る こ とを 報

告 し て い る こ と か ら
31〕，今後，葉 緑 体 DNA な ど に っ い

て も解析 を行 い ，それ ぞ れ の 検 体 の 遺伝 情 報 に つ い て ，詳

細に 検討す る必 要 が あ る と考 えて い る，
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